
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「えーっ、筆で書かれた昔の文字読むのはむずかしい！」と思いますよね。それがふつうです。でも、

できるんです。読み方をていねいに教えます。そして、あなたは自分だけの研究ができますよ。 

今回の講座では新潟市の資料から「ひらがな」と「簡単な漢字」を中心に読んでいきます。 

頑張れる人は、街にある石碑の字や掛け軸の字を自分で読んでまとめてもいいですよね！ あなた

の研究にお友達もきっとびっくりするはずです。将来、戦国武将の手紙も読めるかもしれませんね。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
お申し込み方法：7月 23日（水）午前 9時より受付開始します。 
左の電話,FAX,メールのいずれかで、次のことをお伝えください。 

・お名前（漢字およびふりがな ※保護者の方も） 
・お子様の学校名・学年 
・連絡をとるための電話番号 

保護者の皆様へ： 
講座中は、会場の後方でお待ちいただいても、 
一緒に受講されてもかまいません。 
持ち物は筆記用具だけです。文書館については、上の二次元コードで！ 

例えば、こんななやみ、ないですか？ 

「夏休み、何を題材に研究しようか？」 

そうだ！ 

古文書を読むのも 

面白いかもしれない！ 

今回は小林一茶という江戸時代

の人が「月食」を見たときの俳

句を読んでいくよ！ 

ほかの人と似たような

研究じゃないほうが 

いいなあ。 

歴史が好きだから、 

歴史にかかわる研究がしたいなあ。 

令和 7年度新潟市文書館 

小中学生の親子向け講座 

「親子で 
古文書を読んでみよう」 

参加費無料 

８ ２ 土 日時 月 日 

10時 
～ 

11時 

場所 新潟市文書館 講座室 
※定員：先着 親子 10組  参加費無料 

小中学生の親子対象 

「親子で」としていますが、 

おじいちゃんおばあちゃんなど

ご家族でもいいですよ。 


